
札幌市立元町中学校 

本校の学習について 

 これからの数年で、明確で目的のはっきりした目標を立てるように学ぶこと、

異なる考え方をもった人々と協働すること，まだ利用されていない機会を見付

けること、重大な課題に対する複数の解決策を把握することなどが、不可欠な

能力になるといわれています。（教育とスキルの未来：Education 2030） 

 本校でも，これらの能力の土台を育てるために次のように，学習を進めます。 

 

■学習・評価計画＆記録表 

 単元や内容のまとまりについて、どのように学習し評価していくかを示した

計画表です。個人で記録する欄があり、１年を通して自分の学びを振返ること

ができます。 

【配付時期】 

 ＧＷ明けまでに 

 【内 容】 

 〇まとまり等の題材名 

 〇評価物や方法について（簡単に）詳細は、ルーブリックにて説明 

 ※あくまで、計画なので生徒の状況等で変わることもあります。 

 ※授業のネタがばれることもあり、シンプルな計画です。 

 【特に身に付けてほしい力】 

 〇複数のミッションに対して、優先順位を的確に判断し計画を立て遂行する。 
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【例】イメージ 

 各教科各学年で、教科のＨＰに掲示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□各教科３観点（知識・理解、思考・判

断・表現、主体的に学習に取り組む態

度）から評価します。各観点、バランス

よく多様な方法で見とる予定です。 

この欄には、評価物につ

いての簡単なタイトル。

評価物については、ルー

ブリックにてさらに詳細

な説明があります。 

各評価物の６段階の評定が入ります。 

Ａ〇、Ａ、Ｂ〇、Ｂ、Ｃ〇、Ｃ 

※詳しくは裏面 

各評価物について自分で記録していきま

す。適宜自分で振り返ることで、次の目標

を決める資料となります。また、前期・学

年末の評定についても、その結果について

自分で理解できるようになります。 

 



■評価について（ルーブリックの活用） 

 「明確で目的のはっきりした目標を立てるように学ぶこと」は，非常に重要

でこのことによって、学習者は振り返ることができ，「失敗」が「成功」につな

がります。この経験の繰り返しが「挑戦」へとつながると考えます。 

 そこで、本校では、これを支えるために評価の手段としてルーブリックを活

用します。 

 

□ルーブリックとは、量や質などの複数の評価項目を一覧にまとめた「も

のさし」のようなもの。 

 

本校では、各評価物の状態をルーブリックにあてはめ、どのくらいの量や、

どのような状態であれば評価がどうなるのかを具体的に示しています。 

本校のルーブリックには２段階あり、 

１つは、「ルーブリックの規準」※１で、各教科の学習指導要領の３年間を通

して育てたい目標をもとに作成したものです。各教科１つあります。ホームペ

ージに掲載予定です。 

もう１つは、「ルーブリックの基準」で、（※１）にそって、まとまりごとの

評価物についてより具体的に状態や量的なものを示したものです。まとまりご

とあり、各教科のクラスルームにその都度掲載します。 

 

【本校のルーブリックと観点別学習状況の評価の関係】 

 〇基本６段階評価（評価物が未提出等の場合０） 

 〇観点別学習状況の評価にリンクさせ 

  Ａ〇、Ａ、Ｂ〇、Ｂ、Ｃ〇、Ｃ で評価します。 

  目安 

  習得状況が十分に満足ならＡ，おおむね満足ならＢ，努力を要するならＣ 

 

 

■評定について 

 〇各評価物で生徒に示した「Ａ〇、Ａ、Ｂ〇、Ｂ、Ｃ〇、Ｃ」を基に評定を

算出します。 

 

 〇評定を算出するために 

  「Ａ〇」＝６、「Ａ」＝５、「Ｂ〇」＝４、「Ｂ」＝３、「Ｃ〇」＝２、 

「Ｃ」＝１か０とします。 

 

 〇３観点ごとに各評価物の数値を合計し到達度を算出します。 

  【総括された観点別学習状況の評価の判断基準】 

   「Ａ」…合計値に対する到達度７０％以上 

   「Ｂ」…合計値に対する到達度４５％以上 

   「Ｃ」…合計値に対する到達度４５％未満 

  【５段階評定】 

   ３観点の数値を合計し、その到達度を算出します。 

   「５」：到達度８５％以上、「４」：到達度７０％以上 

「３」：到達度４５％以上、「２」：到達度２０％以上 

「１」：到達度２０％未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□評価物をしっかりと管理しておくと自分の

現在の位置が把握でき、今後の計画と照らし

合わせることで、次の目標が見えてきます。 



■学習を支援する手立てについて 

 〇クラスルームの利用 

  クラスルームは、最低次の３つを作ります。 

  ＨＲ：各教科の課題の締め切りなどを掲載 

  教科：資料の提示・課題の内容や提出のやりとりをする 

  学年：学校全体の情報や日程などを掲載 

  ※ＨＲを見ると各教科の課題の締め切りや重なり具合を確認でき、学習の

計画を立てることができるようになっています。課題のやり取りやアドバ

イス等は、各教科のクラスルームで行います。 

 

 〇学習振返り DAY 

  月に１度、5 時間授業で放課後活動（部活動を含む）をしない日を設定し

ます。その時間を使って、課題へのアドバイスや再テスト等を行います。生

徒の自主的な学びをサポートする時間であり、先生方の授業を振り返る日に

なっています。 

  必ずしも全教科あるわけではありません。事前に、各学年のクラスルーム

にてお知らせします。 

 

 〇学習通信の発行 ＨＰの評価資料計画とセットで見る見方をアナウンス 

  年３回程度、各教科の進捗状況や課題の様子についてお知らせします。 

  ご家庭で、学習について話題にする機会にしてください。 

  すぐーるを利用した PDFでの配信予定 

 

 〇夏休みの学習サポート 

  学生ボランティアを中心に、夏休み中に個々の生徒の学習をサポートする

時間を設けます。個々の生徒のニーズに応じる形なので、一斉講義形式には

なりません。例年、お盆明けぐらいに設定されています。長期休業期間中に

勉強を思い出す時間という意味合いも含んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ↑文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センターより 

＋春と秋の学力テスト実施について 

 「知識・技能」の定着を中心にした学習習慣の確立と「高等学校入試」への

対応を考え２回実施。業者の提供による事前・事後のプリントに加えて、教育

相談期間に行われる本校独自の学活「本校の教育について」「学問的誠実性」「テ

ストの振返り方」「マンダラチャートを利用した目標」にて利用予定。※詳細は、

ＰＴＡ総会の中で説明済。 

 



【ルーブリック規準の例】※ＨＰ（規準） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クラスルームの様相】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ルーブリック基準の例】※教科クラスルーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科のクラスルームに 

ルーブリック基準 

学習評価計画表 



【クラスルームカレンダー機能】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各クラスのクラスルームには、各教科の課題

の提出日等の情報が掲載されます。 

右上）教科ごとに整理されています 

締切が近づくとトップ画面にお知らせもでま

す。 

 

カレンダー機能を使うと、右のように各教科

の課題が〆切に合わせて一覧ででます。この

カレンダーは、自分のスケジュールも書き込

めるので、自分なりに工夫して使うとさらに

便利です。 


